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谷
ロ
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手
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朝
比
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手
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@
を
招
い
て

　
第
十
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
一
月
二
十
八
日
、
牧
水
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
今
回
は
、
町
制
施
行
二
十
周
年
の

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、

旭
化
成
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の

谷
口
浩
美
選
手
と
、
女
子
1
0
キ
ロ
の

第
一
人
者
朝
比
奈
三
代
子
選
手
を
招

い
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
開
会
式

が
行
わ
れ
、
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
は

じ
め
と
す
る
二
十
四
種
目
に
約
五
百

五
十
人
の
選
手
が
出
場
し
て
健
脚
を

競
い
ま
し
た
．
時
に
、
今
回
一
般
選

手
と
し
て
参
加
し
た
小
林
高
校
の
駅

伝
部
の
選
手
た
ち
は
、
高
校
生
男
子

5
キ
ロ
の
部
と
1
0
キ
ロ
の
部
の
上
位

を
独
占
す
る
活
躍
で
、
参
加
者
や
沿

道
の
応
援
に
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
一
．

　
　
　
　
　
　
競
技
終
了
後
に
は
、

町
青
年
団
が
作
っ
た

ぜ
ん
ざ
い
が
参
加
者

全
員
に
配
ら
れ
、
ぜ

ん
ざ
い
を
食
べ
な
が

ら
レ
ー
フ
（
を
ふ
り
返

る
グ
ル
ー
フ
が
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し

た
．　
ま
た
、
「
．
ふ
る
さ

と
の
家
」
前
で
は
、

谷
口
選
手
・
朝
比
奈

選
手
に
よ
る
記
念
植

樹
も
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
閉
会
式
で
は
「
お

楽
し
み
抽
選
会
」
が

行
わ
れ
、
町
内
外
の

企
業
、
商
店
か
ら
い

た
だ
い
た
豪
華
賞
品

が
、
参
加
者
に
次
々

に
当
た
り
ま
し
た
　
さ
ら
に
、
入
賞

者
表
彰
の
あ
と
は
、
も
ち
ま
き
に
よ

り
全
日
程
を
終
え
ま
し
た

〈
大
会
成
績
表
〉

〔
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
〕

（
宣
言
タ
イ
ム
と
の
差
を
競
う
も
の
〕

一
位
　
海
野
す
み
よ
（
日
向
市
）
1
秒

二
位
　
矢
野
陽
＝
東
郷
小
）
1
9
秒

三
位
　
福
良
俊
美
（
小
野
田
）
2
0
秒

〔
小
学
生
3
キ
ロ
男
子
〕

一
位
　
海
野
政
人
（
芋
帰
日
）
1
1
分

16

b
・
二
位
　
黒
田
正
規
（
田
代
小
）

11

ｪ
2
4
秒
ニ
ニ
位
　
古
田
慎
介
（
田

代
小
）
1
！
分
3
3
秒

〔
小
学
生
3
キ
ロ
女
子
〕

一
位
　
戸
越
さ
お
り
（
延
岡
南
小
）

12

ｪ
4
0
秒
・
二
位
　
甲
斐
梢
〔
寺
迫

小
）
1
2
分
4
6
秒
∴
二
位
　
蔵
本
寛
子

〔
恒
富
小
｝
1
2
分
4
8
秒

〔
中
学
生
5
キ
ロ
男
子
〕

一
位
　
長
友
昭
文
（
北
郷
中
）
1
6
分

46

b
・
二
位
　
平
野
真
司
〔
h
カ
、
呂

中
）
1
7
．
分
田
秒
・
三
位
　
椎
葉
透
（

椎
葉
中
）
1
7
分
0
4
秒

〔
中
学
生
3
キ
ロ
女
子
〕

］
位
　
安
藤
富
美
恵
（
岩
脇
中
）
川

分
3
4
秒
・
二
位
　
東
奈
穂
美
（
椎
葉

中
＞
m
分
3
9
秒
二
二
位
　
椎
葉
貴
．
r

〔
椎
葉
中
）
1
0
分
4
6
秒

〔一

ﾊ
5
キ
ロ
男
子
〕

▼
高
校
生
・
一
位
　
西
村
耕
治
（
小

林
高
）
1
5
分
2
3
秒
・
二
位
　
大
久
保

隆
司
（
小
林
高
｝
1
5
分
4
7
秒
∴
二
位

＜
競
技
の
合
間
に
記
念
撮
影

＜
町
の
木
「
や
ま
ざ
く
ら
」
を
記
念
植
樹

レ
さ
す
が
に
速
い
小
林
高
校
の
選
手

、
つ

こ“、
つ

と報田丁Liそ成2年3月号3

策
野
純
↑
［
小
林
高
）
1
5
．
分
5
3
秒

▼
⑳
代
・
一
位
　
迫
田
幸
二
（
延
岡

市
）
1
6
分
略
秒
・
二
位
　
赤
沢
一
彦

〔
延
岡
市
）
1
6
分
”
㎝
秒
・
三
位
　
深

川
聡
（
B
向
市
）
1
6
分
2
9
秒

▼
釦
代
・
一
位
　
黒
木
広
光
〔
都
農

町
｝
1
6
分
9
9
一
秒
・
二
位
　
中
村
武
男

［
門
川
町
）
1
6
分
鈴
秒
・
三
位
　
田

中
和
広
（
南
郷
村
）
1
7
分
略
秒

▼
卿
代
・
「
位
　
大
石
恭
次
戸
門
川

町
｝
1
6
分
3
1
秒
・
二
位
　
斉
藤
和
洋

一
小
林
市
）
1
6
分
5
9
秒
・
三
位
　
矢

津
田
守
正
（
南
郷
町
）
1
7
分
5
4
秒

▼
和
代
・
一
位
森
茂
雄
（
延
岡
市
）

19

ｪ
2
4
秒
・
二
位
　
菊
池
義
雄
（
門

川
町
）
⑳
分
4
8
秒
・
三
位
　
中
瀬
汀

（
椎
葉
村
｝
⑳
分
5
4
秒

▼
6
0
代
・
一
位
　
広
瀬
藤
春
（
延
岡

市
）
1
9
分
1
2
秒
・
二
位
　
高
橋
義
照

（
佐
土
原
町
）
⑳
分
2
8
秒
・
三
位

武
出
勲
（
串
間
市
）
2
1
分
4
7
秒

〔一

ﾊ
5
キ
ロ
女
子
〕

▼
2
0
代
・
一
位
　
奈
須
文
子
（
西
郷

村
）
2
4
分
1
6
秒
・
二
位
　
甲
斐
由
美

（
仲
深
）
2
4
分
3
1
秒
・
三
位
　
河
原

由
美
子
（
延
岡
市
）
2
6
．
分
5
6
秒

▼
帥
代
・
一
位
　
今
屋
敷
美
恵
子

〔
小
林
市
）
2
0
分
3
3
秒
・
二
位
　
岩
見

美
代
．
r
（
鶴
野
内
）
2
3
分
0
3
秒
∴
二

位
　
井
卜
教
恵
（
日
向
市
）
2
4
分
0
1

秒▼
郵
代
・
一
位
　
黒
木
絹
子
（
鶴
野

内
）
2
4
分
0
3
秒
・
二
位
　
折
丁
多
美

．
r
百
向
市
）
2
4
．
分
0
9
秒

▼
¶
罪
筏
・
　
一
位
　
　
福
田
ヨ
「
ン
エ
丁
　
（
小

林
市
）
2
3
分
5
1
秒
・
二
位
　
川
崎
サ

ダ
f
〔
延
岡
市
）
2
4
分
1
9
秒
・
三
位

木
村
恵
美
f
（
日
向
市
　
3
1
分
5
2
秒

▼
6
0
代
・
一
位
　
山
本
ス
ミ
子
（
都

農
町
〕
2
9
分
2
1
秒
・
二
位
　
秋
吉
登

美
（
日
向
市
＞
3
0
分
3
4
秒

〔一

ﾊ
1
0
キ
ロ
男
子
〕

▼
高
校
生
・
一
位
脇
田
浩
之
（
小

林
高
）
3
4
分
2
1
秒
・
二
位
　
吉
本
盛

男
（
小
林
高
）
3
4
分
2
6
秒
・
三
位

岩
．
兀
出
水
（
小
林
高
）
3
4
分
3
0
秒

▼
⑳
代
・
「
位
　
河
野
憲
（
西
都
市
）

37

ｪ
5
9
秒
・
二
位
　
山
崎
邦
之
（
日

向
市
）
3
9
分
0
0
秒
・
三
位
　
相
川
淳

（
高
鍋
町
）
品
分
0
9
秒

▼
3
0
代
・
一
位
　
瀬
戸
口
照
幸
（
延

岡
市
）
3
5
分
0
1
秒
・
二
位
　
倉
永
靖

（
新
富
町
）
3
5
分
4
6
秒
・
三
位
　
河

野
賢
】
〔
越
表
）
3
8
分
0
2
秒

▼
4
0
代
・
一
位
　
岩
田
広
俊
（
門
川

町
）
3
4
分
5
3
秒
・
二
位
　
染
矢
秋
義

レ
朝
比
奈
選
手
の
伴
走
で
一
位
ゴ
ー
ル

（
北
川
町
＞
3
7
分
2
6
秒
二
二
位
　
黒

木
喜
信
（
日
向
市
）
4
1
分
1
1
秒

▼
5
0
代
・
一
位
　
栗
須
信
利
（
野
尻

町
）
3
6
分
0
1
秒
・
二
位
　
矢
野
義
行

（
延
岡
市
）
3
7
分
3
8
秒
二
二
位
　
大

　
町
教
育
委
員
会
が
、
平
成
二
年
二

月
四
日
現
在
で
調
査
し
た
平
成
二
年

度
の
新
入
学
予
定
児
（
昭
和
五
十
八

年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
九
年
四
月

一
日
生
）
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

　
な
お
、
新
入
学
予
定
児
で
名
前
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
幼
児
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
が
直
接
教
育
委
員
会
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〔
東
郷
小
学
校
〕
　
（
）
は
保
護
者
名

橋
口
朋
美
（
美
】
）
　
橋
口
祐
二
（

力
）
　
橋
口
久
美
子
（
喜
］
郎
）

青
原
潤
（
恵
美
子
）
　
海
野
三
和
（

修
＝
　
　
矢
野
信
介
（
信
平
）
　
戸

澤
辰
徳
（
久
利
）
　
都
甲
掌
（
裕
次

）
　
桑
田
瞳
（
柳
二
）
　
寺
原
恵
美

（
義
行
）
　
野
口
貴
史
（
和
幸
）

那
須
樹
（
茂
樹
）
　
直
野
大
輔
（
和

政
）
　
高
森
陽
子
（
牧
夫
）
　
神
部

直
人
（
治
喜
）
　
川
内
美
奈
（
利
治
）

那
須
美
絵
（
一
夫
）
　
僑
口
美
甲
（

徳
夫
）
　
向
山
剛
（
梅
夫
）
　
佐
藤

稔
朗
・
（
清
美
）
　
福
谷
さ
つ
き
（
集
）

時
任
裕
香
八
孝
俊
）
　
新
本
祐
希
（

真
人
）
　
古
川
直
下
（
廣
幸
）
　
寺

平
通
則
（
小
林
市
）
3
8
分
4
2
秒

▼
6
0
代
・
一
位
　
濱
田
昌
三
（
延
岡

市
）
4
6
分
5
2
秒
・
二
位
　
柞
木
直
吉

（
小
林
市
）
4
7
分
5
5
秒
・
三
位
　
秋

吉
利
（
日
向
市
）
5
9
分
0
0
秒

も
う
す
ぐ
一
年
生
叢
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
大
輔
（
義
則
）
　
永
田
政
史
（
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
）
　
佐
藤
の
ぞ
み
（
富
士
男
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
英
諭
（
富
義
）
　
佐
藤
喜
一
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
子
）
　
前
田
桜
（
昭
子
）
　
寺
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
美
（
洋
＝
　
伊
藤
正
喜
（
松
実
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
田
亜
沙
美
（
朝
男
）
　
鈴
木
祐
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
義
信
）
　
稲
田
博
昭
戸
哲
男
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
淳
「
（
三
郎
）
　
中
村
偉
人
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
司
）
　
黒
木
保
光
（
孝
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
瀬
小
学
校
〕

直
野
あ
す
か
（
廣
義
）
　
直
野
の
ぞ

み
（
雄
二
）
　
中
村
ま
ゆ
み
（
輝
行
）

坂
田
純
（
し
ず
よ
）
　
川
越
晃
（
和

憲
）
　
川
越
め
ぐ
み
（
賢
＝
　
谷

口
誠
（
繁
幸
）
　
平
瀬
稔
洋
（
晴
良
）

岩
田
俊
介
（
広
信
）
　
谷
口
由
香
里

（
美
代
治
）
　
岩
田
梢
（
政
詞
）

〔
坪
谷
小
学
校
〕

安
藤
豊
（
次
男
）
中
谷
友
美
（
敏
）

寺
田
光
妃
（
新
一
）
　
矢
野
千
夏
（

続
）
　
寺
原
菜
穂
子
（
正
）
　
岡
村

優
希
（
賢
一
）
　
矢
野
京
子
（
紘
）

桑
原
建
也
（
時
男
〉
　
山
口
理
恵
（

幸
善
）
　
三
浦
翔
吾
（
律
男
）

向▼市▼〔
市40）20　　　　　　　　般
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里

木
喜

美
壬

日

谷

典
子

延
岡

0
0
名

7
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＼
臼
／
　
。
じ

　
　
　
　
　
O

：蚊1騨
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ミ虞￥ご

ミミミミミ
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〔
越
表
小
学
校
〕

甲
斐
聖
明
（
實
）
　
日
高
美
穂
（
良

範
）
　
山
床
里
香
（
八
十
】
）

〔
寺
迫
小
学
校
〕

海
野
華
（
宏
）
　
黒
木
信
広
（
純
吉
）

田
代
槙
（
義
富
）
　
命
日
麻
美
（
良

一
）
　
黒
木
将
司
（
廣
道
）
　
小
形

祐
三
（
祐
司
）
　
橋
口
智
一
（
政
美
）

植
野
真
理
．
士
（
繁
）
　
黒
木
瑞
恵
（

定
二
）
　
近
藤
杏
（
剛
史
）
　
田
代

祐
介
（
優
）
　
新
保
裕
仁
（
昭
彦
）

※
寺
迫
小
は
、
こ
の
ほ
か
に
日
向
市

か
ら
の
受
託
児
童
が
5
名
入
学
し
ま

す
。



1｝二成2年3月号、
つ

こ“、
つ

と報田野

、

勉
鰯
飼
λ
組
し
重
壁
憩
。
8

　
第
卜
二
回
東
郷
町
婦
人
祭
が
、
二

月
四
日
、
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た

　
現
代
の
変
動
す
る
社
会
情
勢
の
中

げ
、
、
婦
八
団
体
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
一
’
、
て
き
〆
、
い
ま
す

　
こ
の
婦
人
祭
は
、
町
内
の
婦
人
が
・

連
帯
意
誠
を
高
め
な
が
ら
婦
人
活
動

の
あ
る
べ
き
姿
を
見
な
お
し
、
組
．
敵

山
ご
強
化
ふ
り
る
た
め
↑
付
わ
れ
て
い
る
！
」

の
で
す
．

　
当
日
は
、
午
前
－
几
時
一
二
卜
分
の
開

　
　
　
　
　
　
　
り
も
、

　
　
　
　
　
　
　
璽
曾
㍗

　
ま
ろ
や
か
な
果
汁
た
ズ
、
ぶ
り
で
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
平
兵
衛
酢
で
す
が
、

へ
了
回
次
の
日
程
4
、
鮪
田
レ
小
の
小
＋
冗
り
｝
を

「
致
し
ま
す
．
．
こ
の
機
会
に
是
非
御
家

庭
で
栽
培
さ
れ
、
収
穫
の
楽
し
み
を

味
．
わ
っ
て
く
だ
ざ
、
い
．
．

▼
申
込
み
先
　
日
向
農
協
本
店
使
び

　
各
支
店
営
農
部
〔
5
2
　
6
2
1
主

▼
申
込
み
方
法
　
右
記
へ
住
所
、
氏

　
名
、
電
話
番
号
、
本
数
、
代
金
処

　
理
法
、
受
取
希
望
場
所
を
申
し
込

町
婦
人
祭

会
式
に
引
き
つ
づ
い
て
、
八
重
原
の

奈
須
ツ
廿
日
さ
ん
と
迫
野
内
の
黒
木

ス
ナ
ヲ
さ
ん
が
体
験
発
表
を
行
い
ま

し
た
．
．

　
ま
た
、
東
臼
杵
教
育
事
務
所
長
川

口
四
郎
先
生
が
一
大
人
の
幼
児
化
と

自
立
】
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
参

加
し
た
会
場
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞

き
入
り
ま
し
た

　
午
後
に
は
、
各
地
区
の
婦
人
会
に

よ
る
芸
能
発
表
が
あ
り
、
趣
向
を
疑

ら
し
た
辛
し
物
に
惜
し
み
な
い
拍
手

寧
異
吃
吃
を
あ
な
た
⑦

　　

ｨ
庭
　
　
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
ん
で
く
だ
さ
い
．
一

▼
締
め
切
り
　
平
成
2
年
3
月
1
5
日

▼
苗
木
価
格
　
3
年
生
9
0
0
陽
／
本

　
（
消
費
税
込
み
）

▼
苗
木
販
売
日
程
　
3
月
2
3
日
・
日

　
向
農
協
原
町
直
販
所
、
3
月
2
4
・

　
2
5
日
・
日
向
農
協
原
町
直
販
所
、

　
門
川
、
岩
脇
、
美
々
津
、
東
郷
各

支
店
営
農
課

　
以
上
の
場
所
で
午
前
m
時
か
ら
午

　
後
5
時
ま
で
取
扱
い
ま
す
．
．

が
贈
ら
れ
ま
し
た
，

　
な
お
、
こ
の
大
会
は
、
　
「
．
日
本
一

住
み
よ
い
東
郷
二
一
を
め
ざ
し
た
新

ひ
む
か
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

レ
芸
能
発
表

医
療
費
節
約
に
ご
理
解
を

　
病
院
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費

が
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
．
．
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
医
療
の
高
度
化
、

治
療
期
間
の
長
い
成
人
病
の
増
加
、

医
療
費
の
改
定
な
ど
か
あ
げ
ら
れ
ま

す
一
こ
の
た
め
、
医
療
費
が
増
え
る

の
は
、
健
康
を
守
る
た
め
に
”
し
か

た
が
な
い
”
と
考
え
が
ち
で
す
．
．
も

ち
ろ
ん
、
医
療
費
が
増
え
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
健
康
水
準
が
そ
れ
だ
け
向

コ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
へ

蚤
し
た
と
も
い
え
ま
す
　
し
カ
し

医
療
費
が
増
え
る
と
、
そ
れ
を
支
え

る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
負
担
も
大
き

く
な
r
．
て
し
ま
い
ま
す
．
ま
た
、
老

入
場
前
亮
碁
の
販
亮

　
　
　
　
　
ー
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
9
0
一

　
み
や
ざ
き
フ
ラ
フ
ー
プ
．
一
ス
タ
9
0

が
三
月
十
八
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で

の
十
八
日
間
に
わ
た
∫
．
て
開
催
さ
れ

ま
す
．
．

　
メ
イ
ン
会
場
に
な
る
宮
崎
市
木
花

の
県
総
合
運
動
公
園
で
は
、
五
十
二

種
類
、
四
十
五
万
本
の
花
が
咲
き
ほ

こ
る
中
で
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
．

　
八
ノ
回
は
、
お
も
ち
ゃ
の
展
一
小
・
販

売
コ
ー
ナ
ー
や
フ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
た
「
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
一
が
メ

イ
ン
会
場
内
に
設
け
ら
れ
、
子
供
に

も
楽
し
く
遊
べ
る
企
画
に
な
’
．
て
い

ま
す
．
．

　
開
幕
に
先
だ
っ
て
、
県
総
合
運
動

公
園
会
場
の
入
場
前
売
嘱
分
（
「
お
も

ち
ゃ
ラ
ン
ド
」
と
共
通
）
を
、
東
郷

町
観
光
協
会
で
販
売
い
た
し
ま
す
の

で
、
入
場
予
定
の
方
は
、
役
場
企
画

財
政
課
内
町
観
光
協
会
事
務
局
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
．
．

▽
販
売
価
格
　
1
枚
　
つ
＝
つ
0
円

　
（
当
日
券
は
3
歳
以
上
3
0
0
円
）

▽
販
売
期
間

　
　
2
月
2
3
日
～
3
月
1
7
日

人
保
健
自
体
も
危
機
を
迎
え
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
、
そ
こ
で
、

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
、

で
き
る
だ
け
ム
ダ
な
医
療
費
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．
．

’

↓

、
、

事泡
ち
、

、
、

一「

謔
Q
回
身
近
な
生
き
一
一

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

一
　
調
査
」
参
加
者
募
集
一

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

吻
　
こ
の
た
び
環
境
庁
で
は
、
平
成
2
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

ゆ

ψ
年
度
に
第
2
回
身
近
な
生
き
物
調
査
ψ

帰
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
“

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
　
こ
の
調
査
は
広
く
一
般
の
自
然
愛
ψ

…
好
者
に
ボ
ラ
ン
テ
，
ア
調
査
員
》
〔
…

御
て
参
加
い
た
だ
き
、
本
町
の
動
植
物
引

…
等
自
然
の
現
況
を
把
握
し
よ
う
と
∴

ゆ
う
も
の
で
す
．
次
の
と
お
り
、
調
査
φ

∵
貝
希
望
を
零
し
ま
す
・
　
…

一▽

謌
齊
泄
蜿
W
期
限
　
3
月
2
3
日
　
へ

申
▽
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先
　
　
引

㎝
…
；
諌
溜
設
淫
諜
‘
…
自
」

・
つこ“、

つ
と報町平成2年3月号

笥
．
一
．
i
．
‘
．
．
・
．
．
．
．
．
・
．
‘
．
．
4
．
．
冒
－
．
G
．
蓬
・
．
‘
．
．
（
．
・
一
．
．
4
．
一
≡
．
噸
毒
．
矧
．
・
・
．
●
．
一
・
．
燭
．
」
・
．
・
．
6

　
ト
ピ
ッ
ク
ス
…

（
一
i
｝
，
奎
レ
｝
を
三
聖
F
レ
｝
レ
」
F
墜
6
｝
レ
妾
，
会
レ
妻
．
レ
｝
㌧

　　　▼夢を語る
　　　　　　　　　　～新春懇談会～

　1月17EI、町内の各階層の代表者の出席

により、新春懇談会が行われました．

　今年は、特に後継者等若者の出席が多く、

新春を迎えての今後の抱負や、夢のある町

づくりなど、活発な意見が町長を囲んで交

されました．

　．　　　－　h　一　げ

▲ふるさとの沿道に……桜を100本
　　　　　　　　　　　～宮崎市の町人会から～

　本町出身者で、現在は宮崎市に在住する方々で組織さ

れた東郷町人会から、一羽坂バイハスの沿道に植えてく

ださい一と桜〔ソメイヨシノ1の苗木ユ00本が、本町に贈

られました．

　早速、1月中旬に田野区の皆さんの協力を得て、東郷

大橋～卸1尼間に植えさせていただきました．

　東郷町を離れてなお“故郷’9を思う気持ちのあたたか

さに、桜の開花も早まることでしょう、

▼いろんな文化があるネ

　1月25日、宮崎県海外協会主催による異文化交

流事業が牧水公園「ふるさとの家一で行われまし

た、

　この事業は、県民と県内在住の外国人との交流

を通して、地域住民の国際理解と地域の国際化を

図ることを目的として実施されており、本町は今

年で2回目の実施となりました．

　当日は町内の青年と訪れた外国人6名が若者の

生活習慣の違いなどについて意見交換を行いまし

た。

調縣碕、冨
　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　死

　　夢　「し7
／ち　奮．

　　　1　．　　「写

　～

　蕊一聾

　一＝＝＝…くドドノ

璽懸濁
　　　　　　　3　・’y．

1網引』

　　　▲がん1♂りましたが……

　　　　　　　　　　　　～郡青年駅伝大会～
　1月21日、東臼杵郡青年駅伝大会が開催されました。

大会は、南郷村の多目的研修センターをスタートし、東

郷町を経由して西郷村の二目ーホーフセンターにゴール
する約42km、10区間で行われました．

　本町は、1区の甲斐由美さんが健闘し、2区ヘト’フ

でタスキを渡しましたが、中盤くずれて、結局参加9チ

ーム中8位でした，来年の活躍が期待されます、

病
院
の
待
合
室
に
鈴
虫
の
あ
ま
た
飼

わ
れ
て
秋
よ
び
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

峠
道
葉
桜
歌
碑
に
刻
ま
れ
し
母
恋
ふ

に
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
へ

影
に
思
い
出
の
沸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

う
た
ご
こ
ろ
枯
れ
て
久
し
き
我
に
し

て
友
と
吟
行
の
一
日
楽
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

水
量
の
乏
し
く
な
り
し
大
牛
滝
山
静

か
に
て
水
止
」
清
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

我
が
里
を
巡
れ
る
山
の
そ
れ
ぞ
れ
の

隠
顕
ち
来
て
冬
に
な
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世



り｝成2奪3目り、
つ

こ、
つ

と乞田丁

、
顧
の
…
膨
，
レ
ー
，
ξ
b
b
‘
ξ
5
ξ
‘
…
一
5
ε
‘
‘
…
』

…
点
描
㈲
…

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

…
男
な
ら
　
…

　
…
…
導
嘆
漁

　
精
木
業
は
順
調
二
ゆ
き
、
畠
高
新

町
こ
藤
屋
旅
館
を
開
業
し
た
の
は
、

人
丘
i
年
頃
て
あ
∫
．
た

　
昭
和
一
一
一
一
年
↓
二
月
祖
父
か
亡

く
な
’
．
た
時
は
、
私
は
・
呂
崎
に
任
ん

で
い
た
　
そ
の
三
ヶ
月
位
L
則
の
あ
る

日
、
矢
し
訪
り
に
会
っ
た
祖
父
の
髪

を
刈
∫
．
て
や
∫
．
た
か
像
側
て
祖
父
か
、

「
満
義
は
政
沼
家
に
な
る
気
は
ね
え

」
．
’
う
つ
ね
一

一
全
鉄
ね
・
杢

語以

癬
ﾗ
温
い
の
…
倶
父
に
ム
目
！
、
り
九
臼
私
」
u

適
業
家
嫌
い
て
ち
’
、
た
か
り
、
何
故

突
鉄
、
そ
ん
な
卦
を
い
う
の
か
い
讃
か

し
か
、
た
　
福
父
は
H
を
し
め
た

　
目
分
の
全
も
つ
け
は
か
り
考
え
て

世
の
中
の
為
二
導
く
さ
な
か
r
．
た
葬

？、

�
…
期
の
所
　
つ
い
た
m
阻
父
の
心
残
「

り
た
’
た
の
て
；
な
い
た
う
つ
か

　
租
父
か
亡
く
な
’
．
て
か
り
私
は
そ

の
日
の
…
侃
父
キ
】
相
い
い
山
山
一
一
た

　
昭
和
二
i
二
年
、
私
か
県
会
議
員

．
一
な
∫
、
政
旧
一
筋
に
硅
き
て
未
・
た
の

；
、
　
政
騙
し
洋
夫
業
；
・
岡
止
一
一
な
い
一

と
い
つ
仙
今
」
か
ら
て
あ
る
　
想
え
ば

阻
父
の
そ
の
・
口
菓
か
私
の
政
冶
家
へ

の
直
の
小
唆
と
な
r
．
た
の
か
も
し
赴

な
い
　
祖
父
か
・
し
く
な
．
．
た
の
は
昭
和
二

i
一
年
i
二
月
し
日
て
、
腐
崎
か
ら

急
い
て
］
届
っ
て
未
だ
と
こ
ろ
、
佛
壇

の
下
に
狽
巾
・
や
ヶ
サ
か
入
’
．
て
い
た

「
し
い
ち
ゃ
ん
は
死
装
束
ま
て
厚
嚇

し
て
い
た
も
ん
し
ぐ
一
阻
父
の
亭
備

の
よ
さ
に
威
」
心
し
た
　
坊
さ
ん
し
か

着
る
こ
と
の
出
未
な
い
全
う
ノ
の
ケ

サ
を
￥
佃
せ
〆
、
－
椚
棺
…
し
た

　
そ
九
か
ら
一
年
目
い
の
法
裳
の
時
、

成
恥
・
予
の
任
職
か
祖
父
の
思
い
出
の

話
を
し
て
い
る
時
、

．
満
義
さ
ん
の
知
ら
ん
こ
と
か
あ
る
一

「
な
ん
し
ゃ
う
か
い
一

「
あ
ん
た
の
し
い
さ
ん
は
、
わ
し
の

ヶ
サ
々
［
薦
！
、
断
一
ぎ
、
や
っ
た
一

話
を
聞
い
て
驚
い
た
　
そ
れ
は
祖
父

か
亡
く
な
る
一
ヶ
月
前
に
ふ
ら
り
と

与
に
未
て
、

「
是
非
、
　
一
宇
の
つ
ち
に
坊
さ
ん
の

着
る
衣
を
島
て
写
真
を
と
り
た
い
の

㎡
、
貸
し
げ
、
貰
い
た
い
か
一
レ
ニ
『
・
ノ
て

持
．
て
φ
か
九
た
か
、
＋
チ
に
返
さ
ぬ

つ
ち
に
亡
く
な
ら
π
た
の
て
あ
る

一
し
か
し
、
満
義
さ
ん
あ
ん
た
の
し

い
さ
ん
は
あ
の
ヶ
サ
を
着
け
て
も
恥

し
く
な
い
た
け
の
佑
者
た
っ
た
」

恐
漁
す
る
私
に
任
職
は
そ
う
言
っ
て

く
赴
た
　
た
か
そ
の
頃
は
物
質
か
無

く
て
ゴ
日
通
の
人
の
日
常
の
着
物
て
す

り
買
え
な
い
時
代
の
こ
と
て
あ
っ
た

一
ケ
サ
衣
を
返
さ
ぬ
つ
ち
は
、
し
い

さ
ん
も
肩
身
か
せ
ま
か
ろ
う
一
私
は

へ
乃
手
を
つ
く
し
て
ヶ
サ
衣
を
探
し

た
か
駄
目
た
っ
た

　
よ
つ
や
く
東
京
出
張
の
帰
り
に

京
都
て
ケ
サ
衣
を
求
め
て
、
成
願
も

に
お
返
し
す
る
こ
と
か
出
来
た

　
成
願
芋
は
私
に
と
っ
て
、
郷
十
の

先
覚
老
菩
提
与
て
あ
る
と
共
に
、
祖

父
を
想
い
出
す
よ
す
か
に
も
な
っ
て

い
る
．

　
以
ト
は
、
藤
井
満
義
の
【
祖
父
を

諸
る
」
手
記
て
あ
る
．

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

γ
X
翼
翼
X
X
Y
《
X
X
X
X
X
X
X

⑬
牧
水
歌
碑

日
向
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
・
、
珊
島
米
の
山
〉

教
育
長
　
渡
辺
邦
彦

日
向
の
国
む
ら
立
つ
山
の
ひ
と
山

に
住
む
母
恋
し
秋
晴
の
日
や

　
こ
の
歌
碑
は
日
向
市
米
の
山
の
山

頂
に
あ
り
、
牧
水
生
誕
百
年
記
含
行

事
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
一

月
二
十
五
日
に
除
幕
さ
れ
ま
し
た

　
前
日
は
東
郷
町
て
記
A
．
し
行
事
か
行

れ
ま
し
た
　
全
国
か
ら
創
作
社
の
会

員
約
百
三
一
名
か
若
山
旅
人
氏
と
一

箔
に
参
加
さ
九
ま
し
た
か
、
当
日
帰

途
に
つ
か
れ
た
人
・
産
を
除
い
て
約
品

名
の
会
貝
か
米
の
山
の
除
幕
式
に
も

参
列
さ
赴
ま
し
た

　
式
は
朝
八
時
三
十
分
、
神
事
に
よ

っ
て
始
ま
り
ま
し
た
　
と
て
も
風
の

強
い
日
て
、
式
場
に
張
ら
れ
た
テ
ノ

ト
か
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て

ハ
タ
ハ
タ
と
す
こ
い
音
を
た
て
て
い

ま
し
た

　
旅
人
氏
は
謝
辞
の
中
て
「
酢
日
の

東
郷
町
の
歌
碑
と
い
い
、
重
量
感
あ

ふ
れ
る
警
士
、
石
の
そ
の
巨
大
さ
に
お

と
ろ
い
て
い
ま
す
」
と
絶
賛
さ
れ
ま

し
た
　
ま
た
、
こ
の
「
日
向
の
国
一

の
歌
に
も
小
れ
ら
れ
て
、
　
「
父
牧
水

は
、
こ
の
歌
を
最
初
は
F
位
む
母
恋

し
秋
晴
の
風
』
と
詠
ん
で
い
ま
し
た

そ
れ
を
後
に
推
乱
し
て
、
　
「
秋
晴
れ

の
日
や
　
と
し
た
よ
う
て
す
　
今
日

の
こ
の
強
い
風
は
、
ま
さ
に
口
秋
晴

の
風
自
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
一
と
い

う
意
味
の
挨
拓
を
さ
れ
た
の
か
と
て

も
印
象
的
て
し
た

　
と
こ
ろ
て
こ
の
歌
碑
の
建
立
に
あ

た
っ
て
は
、
細
島
石
柱
の
有
志
数
名

の
方
々
に
よ
っ
て
発
起
さ
れ
、
地
域

の
方
々
の
幅
広
い
賛
同
を
得
て
資
金

か
調
達
さ
れ
、
建
立
の
運
ひ
と
な
り

ま
し
た
　
書
は
牧
水
の
三
筆
か
見
当

ら
す
、
旅
人
氏
に
依
頼
さ
れ
た
も
の

て
す
　
さ
て
、
こ
の
歌
は
処
女
歌
集
「
海

の
七
一
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
第
三

歌
集
「
別
離
一
に
も
再
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
　
牧
水
か
こ
の
歌
を
と
こ
て

詠
ん
だ
の
か
、
そ
の
場
所
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
か
、
こ
の
米
の
山
の
山

頂
に
立
っ
て
は
る
か
西
の
乃
に
か
す

む
尾
鈴
山
の
連
峰
に
目
を
や
る
と
、

こ
の
歌
に
こ
め
ら
れ
た
牧
水
の
そ
の

母
を
襲
う
思
い
か
切
々
と
私
と
も
の

胸
に
も
仏
わ
’
．
て
く
る
啓
し
か
し
ま

す
ま
た
、
牧
水
独
特
と
も
言
え
る

美
し
い
声
調
も
、
こ
の
歌
か
ら
感
し

と
ら
赴
ま
す

　
最
後
に
、
次
男
畠
i
人
氏
は
「
創

作
｝
（
昭
和
六
一
年
一
月
号
）
の
中

て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
の

て
付
記
し
て
お
き
ま
し
ょ
つ

　
「
澄
み
切
っ
た
秋
晴
の
空
の
下
、

幾
重
に
も
た
な
す
く
山
並
は
そ
の
重

な
り
も
明
ら
か
に
折
か
ら
の
朝
日
に
映

え
、
こ
九
こ
そ
牧
水
か
望
郷
の
へ
．
し
仕

み
難
く
故
郷
の
母
を
偲
ん
で
歌
っ
た

時
、
脳
裏
に
浮
ん
だ
て
あ
ろ
つ
∫
も

ら
立
つ
山
」
の
姿
に
違
い
な
い
と
直

威
」
し
た
私
の
選
小
牧
水
の
歌
一
勇
、

今
回
は
迷
う
こ
と
な
く
こ
の
歌
を
選

ふ
し
　
（
寂
す
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
磯

呼

軍

｝

碁
沌
ヶ
　
，
　
　
ご

　
　
レ
米
の
山
の
歌
碑

・
つこ

・
つと報町i■成2年3月号［

「

「
」
「
　
］
ヨ
ー
」
一
－
司
「
ご
　
訓
　
〕
［

．〔

部
M
戦
四
二

　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烈
　
　
　
く

⑱
「
か
ぜ
」
の
話

東
郷
町
立
山
院

　
院
長
高
橋
弘
憲

　
一
か
せ
一
と
ま
、
コ
雌
に
ぽ
ウ
ノ
ル

ス
に
よ
’
．
て
一
気
毒
炎
面
罵
干
し
、

咳
や
鼻
水
な
と
の
呼
吸
気
症
状
を
き

た
し
た
場
合
を
い
う
の
て
す
か
、
　
一

般
的
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
浸

冷
え
な
と
て
発
執
し
た
場
合
も
含
め

て
よ
い
か
と
思
い
ま
す

　
A
7
年
は
、
ホ
ン
コ
ン
へ
型
と
い
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
か
世
界

的
に
猛
威
を
か
る
っ
て
お
り
、
東
郷

町
て
も
多
数
の
人
か
発
症
し
1
、
い
ま

す
　
激
し
い
堕
痛
、
関
節
疽
な
と
か

土
な
妊
伏
て
、
何
人
か
の
人
ぽ
入
院

刀
Z
要
と
な
り
ま
し
た

　
さ
て
、
　
・
か
せ
一
を
ひ
か
な
い
た

め
の
．
3
，
防
法
て
す
か
、
こ
れ
に
は
昌

か
り
の
生
活
の
九
曜
」
か
一
番
の
方
法

て
す
　
す
な
わ
ち
、
少
し
で
も
「
か

せ
一
の
症
扶
か
現
几
た
ら
、
f
分
の

．
禾
養
を
押
り
、
早
め
に
く
っ
す
り
休

む
こ
と
　
厚
め
の
下
着
を
着
け
て
、

冷
た
い
空
気
か
人
り
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
　
特
に
ト
半
身
や
、
え

り
兀
、
そ
て
口
な
と
か
冷
え
る
の
は

艮
く
あ
り
ま
せ
ん
　
外
出
時
に
は
マ

ス
ク
を
着
け
、
扁
℃
時
に
は
う
か
い

を
す
る
こ
と
も
良
い
こ
と
て
す
　
桔

に
マ
ス
ク
は
、
他
の
人
に
移
さ
な
い

た
め
に
も
人
切
な
エ
チ
ケ
、
ト
な
の

て
す
　
ま
た
、
酒
や
タ
ハ
コ
は
気
直

の
枯
膜
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
す
の
て
、

て
き
る
た
け
控
え
ノ
、
も
ら
い
た
い
も

の
て
す

　
考
え
て
み
九
は
こ
九
ら
の
用
七
は

当
た
り
削
の
こ
と
な
の
て
す
か
、
最

近
は
何
て
も
す
く
に
薬
に
た
よ
る
傾

向
か
み
り
九
ま
す
　
薬
は
咳
か
ひ
と

い
時
に
咳
ほ
め
、
執
か
高
く
き
つ
い

時
に
解
執
剤
を
症
肱
を
抑
え
る
た
め

に
飲
む
も
の
て
あ
り
、
薬
て
一
か
せ
一

か
冶
る
も
の
て
は
あ
り
ま
せ
ん
　
根

本
的
に
は
、
自
分
の
」
夫
て
心
し
て

ゆ
く
も
の
な
の
て
す

　
．
～
供
の
場
合
て
も
、
莱
以
外
に
食

事
や
服
装
の
工
夫
か
人
切
て
す
　
一

朝
に
な
る
と
た
い
げ
、
い
一
時
的
に
執

か
T
か
’
．
て
い
ま
す
の
て
、
，
甫
つ
た

と
考
え
か
ち
て
す
か
、
夜
に
な
’
．
て

ま
た
発
執
す
る
こ
と
も
多
い
の
て
、

A藪
6

．
ク

辺

最
低
二
、
三
日
は
i
分
の
用
心
か
必

要
て
す
　
水
枕
を
頻
弊
に
変
え
て
や

r．

ｽ
り
、
温
い
お
し
や
な
と
の
泊
化

の
良
い
食
事
を
作
っ
て
や
っ
た
り
、

1
分
の
愛
情
を
旧
し
て
や
っ
て
く
た

さ
い
　
病
気
の
時
こ
そ
、
お
1
1
い
か

素
直
な
気
持
ち
て
思
い
や
赴
る
も
の

て
す
　
最
後
に
、
　
「
か
せ
・
は
必
ず
州
状

を
付
っ
て
お
り
、
成
人
病
の
よ
う
に

笹、

緒
�
ﾉ
直
h
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
　
自
分
の
身
体
は
あ
る
智
度
自

分
て
楢
唱
黒
し
、
そ
の
時
々
の
殖
汰
に

応
一
げ
て
対
応
一
二
」
く
た
さ
い

う
　
耳
廿
　
▼
い
　
π
サ
　
可
“
　
冒
サ
　
W
サ
　
青
廿
　
，
サ
　
冨
サ
　
F
曾
　
F
，
　
7
”
　
，
一
　
可
一
　
F
P
　
耳
騨
　
U
晶
　
＝
　
　
▼
縣
　
▼
（
　
「
轟
　
w
棒
　
F
曽
　
冒
（
　
－
“
　
F
一
　
▼
鴨
　
　
　
耳
P
　
耳
暢
　
諄
鴨
　
冒
晶
　
二
　
　
＝
　
　
▼
曽
　
「
一
　
二
　
　
「
弾
　
「
脚
　
冒
一
　
w
曽

▲
一
一
一
一
≡
一
一
一
わ
が
町
の
交
通
事
故
の
状
況
＝
一
≡
一
一
＝
▼

　
」
一
年
編
輯
北
郷
村
て
交
通
事
故
を

　
面
す
る
た
め
、
全
村
民
か
集
り
父

通
事
故
追
放
決
起
人
会
を
開
催
し
た

こ
と
か
あ
り
ま
す
　
全
村
民
か
］
日

μ
果
っ
イ
」
癌
n
事
故
ウ
｝
哲
．
い
ム
ロ
う
ン
三
［
・
つ

こ
と
は
誠
に
敬
服
す
へ
き
こ
と
て
す

　
東
郷
町
は
昭
和
壷
十
七
年
に
交
通

事
故
の
発
生
件
数
か
人
口
比
て
自
崎

市
な
と
の
都
市
を
抜
い
て
、
不
名
含

な
一
番
に
な
り
ま
し
た
　
そ
の
年
は

死
亡
者
か
二
人
も
て
る
よ
つ
な
事
態

と
な
っ
た
た
め
、
町
長
か
先
頭
に
た

ズ．

ﾄ
呼
ひ
か
け
、
議
会
、
区
長
会
、

青
年
団
協
議
会
、
町
内
の
各
事
業
所

等
に
お
い
て
事
故
防
丘
決
議
や
決
立
ピ

表
明
、
折
．
約
書
提
出
の
他
、
地
区
毎

に
交
通
法
規
講
習
会
を
開
催
す
る
等

父
通
事
故
防
止
に
奔
走
し
た
こ
と
か

あ
り
ま
す
　
以
三
八
年
交
通
事
故

は
確
実
に
故
少
し
ま
し
た
か
、
今
も

っ
て
豪
観
て
き
る
状
態
て
は
あ
り
ま

せ
ん
　
時
年
｝
年
間
、
本
町
民
か
起
こ
し

た
交
通
事
故
及
ひ
違
反
て
検
挙
さ
れ

た
件
数
は
次
の
と
お
り
て
す

H
交
通
事
故

轟讐毛
･誰故
22　1　15　元

l　人　件　年

34　2　22前

l　人　件　年

〔一旧一旨一｝増

P2　1　7　減

口
交
通
違
反
検
挙
数

信　舜　一　速
烽P �ﾄ視　反　II　反

30　42　51　11b

�^　f倖　f耀　件
　そ　無　二八　　ク）ロ　　　　　　　　　　　　　　ノ

u鰐　反　詐　ひ

もζ　94　　3　　17

�氏@桝　f倖　桝

　
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
前
年
1
1
一
く

ら
へ
て
戒
少
し
て
い
ま
す
か
、
違
反

て
検
挙
さ
れ
た
者
と
事
故
の
件
数
を

あ
わ
せ
る
》
二
日
当
り
一
人
の
割
合

て
違
反
検
挙
か
な
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
、
罰
金
反
則
金
の
頷
を
考
え

る
と
大
変
な
右
下
口
て
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
事
て
良
い
の
か
と
改
め
て
反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た

　
違
反
連
転
は
事
故
に
つ
な
か
り
、

飲
酒
連
荘
は
中
を
凶
器
に
し
ま
す

東
郷
町
は
依
鉄
、
と
し
て
高
齢
化
や
過

疎
か
進
み
つ
つ
あ
る
な
か
て
、
今
こ

そ
貞
剣
に
曹
か
な
町
つ
く
り
に
取
り

組
ま
な
け
九
は
な
ら
な
い
大
事
な
と

き
て
す

　
大
切
な
町
民
の
牛
命
財
産
を
父
通

事
故
て
失
つ
よ
う
な
こ
と
か
な
い
よ

つ
、
堅
実
な
町
民
円
を
三
民
全
体
て

切
研
琢
干
し
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
き

た
い
も
の
て
す

’
ρ
q

一4
（
0

（
　
噌
田

翁

雛
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奨
学
生
を

　
募
集

●
7

，

∵
　
。

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
二
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
い
た
し
ま
す
．

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
続
き
一
年
以
上
在
住

し
、
規
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学
校

高
等
惇
門
学
校
填
び
大
学
に
在
学
し

て
い
る
者
、
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
学

校
に
進
学
す
る
者

▽
貸
与
申
込

　
願
戯
円
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
込
む
人
は
願
書
に
履
歴
書
、

身
体
検
査
書
、
及
び
在
学
証
明
書
を

必
ず
添
え
て
申
込
む
こ
と
．

　
講
継
仕
侃
申
コ
込
み
者
は
、
肯
同
校
に
つ
い

か
、
は
願
書
に
成
績
証
明
書
、
大
学
は

願
書
に
単
位
修
得
証
明
書
を
添
え
て

申
込
む
こ
と

▽
申
込
締
切
日
　
4
月
⑳
日
畑

▽
貸
与
決
定

　
五
月
上
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
．

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育

乗
女
口
只
ム
ム
事
・
務
局
．
へ

▽
貸
与
額

　
高
校
月
額
一
万
円

　
大
学
　
月
額
二
万
円

献
血

　
東
郷
町
で
は
毎
回
多
く
の
方
か
ら

献
血
を
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

　
次
の
B
程
で
献
血
車
が
ま
い
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．
．

▽
日
程

▽
場
所

▽
時
間

▽
場
所

▽
時
間

13　芽〔　10　農

日当　銀甲　日量　1窃

～町　1東
16　f｛と　12　二郎

目芋　ナ易　目寺　．支

　　　　　　　店

3

月
1

日

日
向
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

記
念
講
演

　
日
向
ア
マ
チ
．
［
ア
無
線
ク
ラ
ブ
で

は
発
足
後
⑳
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

・
て
の
記
念
行
占
汁
の
一
つ
と
し
て
次
の

と
お
り
記
八
．
心
講
演
を
行
い
ま
す

▽
開
催
日
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